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「なまずの会」地下水位等観測結果(1998)

板寺一洋 1

なまずの会では、現在、40 名の観測会員(表 1、休止中も含む)が、地下水や

温泉の水位などの観測を行っています。神奈川県を中心とした全国 34 カ所(図

1)で、'毎日欠かさず観測が続けられ、その結果は通信ハガキなどにより、適

宜、事務局(温泉地学研究所)に報告されます。観測の結果、会員自らが異常と

感じた場合は、その旨、通信欄ヘコメントが付け加えられます。また、直接電

話で「水位の変化がいつもと違う様に感じられるが、他の会員からは、何か報

告はないか。」といった連絡を受け、事務局側で他の会員や温泉地学研究所の

観測結果などと比較検討することも少なくありません。

図 2 に各会員から報告されたデータに基づいて描いた年間の水位変化のグラ

フを示しました。前号の報告(板寺ほか,1998)の中で、一部の会員の観測結果

に、例年と異なる水位の上昇傾向が認められたことが報告されています。同様

の傾向は温泉地学研究所の地下水位観測結果についても認められており、

1997(平成 9)年の l1 月以降、約 1 年間続いた多雨の影響によるものと考えられ

ています(板寺・伊東、1999)。1998(平成 10)年は、一回の降水量が 100 ㎜を越

えるような、強い雨が降ることが多く、その都度、多くの会員の観測結果に鋭

い水位のピークが現れていることがわかります。また、年間降水量が多かった

ことから、長く水位の上昇が続き、年間を通した水位の最高値が 9～10 月の時

期に記録されていることがわかります(例年は 8～9 月)。

表 1　「なまずの会」観測会委員一覧（*は休止中）

1神奈川県温泉地学研究所　　〒250-0031　小田原市入生田 586

神奈川県温泉地学研究所観測だより　通巻第 49 号、22-42、1999.
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図 1　観測会員の位置図

表 2 に、1998 年に発生した地震のうち、東京・横浜が共に有感であったもの

をまとめました。年間グラフ上には表 2 に載せた地震のうち、震源が関東周辺

であること、あるいは、地震の規模がマグニチュード 6 以上であること、など

を基準に選んだ地震を、発生日時を示す矢印とともに示してあります。1998(平

成 10)年の観測結果には、明らかに地震の前兆と判断される・水位等の変化は

認められませんでしたが、一年を通して、千葉県北西部あるいは東京湾を震源

とする、地震の発生が目立つなど、今後も、注意深く経過を見守る必要があり

そうです。

さて、温泉地学研究所では、これまで、年に一度、地下水位研究懇話会(以

後、懇話会)を開催してきました。懇話会は、元気象庁の諏訪彰先生に委員長

をお願いし、観測会員の中から事務局が選んだ 2 名と横浜地方気象台職員の計

3 名を委員とする構成で、温泉地学研究所長がオブザーバー、研究所職員が事

務局を務めてきました。議題として、なまずの会の一年間の活動状況や観測結

果のほか、温泉地学研究所の地下水位、地震および地殻変動の観測結果などを

掲げ、委員の方にご検討いただく場として活用して来ましたが、1999(平成 11)

年 3 月を以て終了となります。今後、懇話会の果たしてきた役割は、温泉地学

研究所の外部評価委員会に引き継がれ、なまずの会の観測結果も含め、研究成

果という視点から、外部の専門の方から評価していただくことになります。
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表２　東京、横浜が共に有感の地震

＊東京の震度は千代田区大手町（気象庁）、横浜の震度は中区山手（横浜地方気象台）の値を用いている。
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